
国立淡路青少年交流の家



■

■

■ ■ 指導者、人数、費用など

事前に食堂へ注文しておくもの
団体で持参するもの
交流の家で用意してあるもの

■
特に指定なし

■

１
５
分

ま
と
め

■
安全上の留意点　　　
・

5 △棒ヤスリ等 必要分

留意点

準備物
準備物 必要数

1 ☆まが玉セット

2
●新聞紙
（机に敷くため）

各自

●下書き用の鉛筆 各自

ドリルを使うためケガに注意させる。

・説明用シートを参考に作業をさせる。
※作り方はホームページからもダウンロードできます。

作業
・指導者の指示に従い作業をす
すめる。

団体指導者の動き

展開

準備 ・必要物品の準備をする。
・物品の場所を指示する。
・物品が揃っているか確認する。

△
服装

・元の場所に戻す指示をする。

５
分

導
入

１
０
０
分

活
動
中

活動 研修生の動き

各自

◆イメージしたものを創り上げる喜びを感じる。

概要

ねらい

まが玉

古代の人々が首にかけていた装身具を作って歴史に興味を持ってもらう。

4 △穴開け用のドリル 5～10人で1本

◆古代の人々の生活に思いを馳せる。

片付け ・使用した物品を片付ける。

対象 小学生以上

指導 団体指導者による指導

費用 １セット３３０円

人数 ４～９０人

●
☆

3

実施時間 ２～３時間程度

実施場所 研修室

時期 １年中


